
『
鴨
長
明
集
』
の
贈
答
歌

寿
永
百
首
と
の
比
較
か
ら

一
.
は
じ
め
に

1

鴨
長
明
の
家
集
『
鴨
長
明
集
』
(
以
下
『
長
明
集
』
)
は
、
四

季
・
恋
・
雑
の
部
立
に
分
け
ら
れ
た
総
歌
数
一
0
五
首
の
小
歌

集
で
、
「
養
和
元
年
五
月
日
」
(
養
和
二
年
鼠
写
と
見
る
説
、

が
あ
る
)
と
い
う
奥
書
か
ら
、
養
和
元
年
(
一
一
八
一
)
、
長

明
二
七
歳
の
頃
に
自
撰
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
長
明
集
』

は
、
後
鳥
羽
院
に
見
出
だ
さ
れ
、
和
歌
所
寄
人
と
し
て
活
躍
す

る
以
前
の
詠
作
を
記
す
、
歌
人
長
明
の
始
発
期
の
作
品
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

歌
人
と
し
て
の
長
明
に
関
す
る
先
行
研
究
は
『
方
丈
記
』
研

究
や
伝
記
研
究
に
比
し
て
多
く
は
な
く
、
『
長
明
集
』
も
家
集

と
し
て
の
作
品
研
究
よ
り
、
長
明
の
青
年
期
を
知
る
数
少
な
い

資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
牝
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
さ
し
た

る
歌
歴
の
な
い
長
明
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
家
集
編
纂

に
臨
ん
だ
の
か
、
明
確
な
答
え
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
中
、
『
長
明
集
』
編
纂
の
意
図
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思

わ
れ
る
の
が
、
寿
永
百
首
と
の
関
連
で
あ
る
。
寿
永
百
首
と
は
、

寿
永
元
年
(
三
ハ
ニ
、
五
月
に
養
和
二
年
か
ら
改
元
)
頃
、

賀
茂
重
保
の
依
頼
に
ょ
り
当
代
の
歌
人
三
十
六
人
が
賀
茂
社
奉

納
の
た
め
に
提
出
し
た
百
首
型
式
の
家
集
羅
称
で
、
『
経
盛

集
』
『
殷
富
門
院
大
輔
集
』
『
頼
輔
集
』
な
ど
が
該
当
す
る
。

『
長
明
集
』
も
早
く
か
ら
こ
の
寿
永
百
首
の
一
つ
と
指
摘
さ
れ

て
き
た
、
が
、
作
品
を
読
み
解
く
上
で
、
賀
茂
社
へ
の
奉
納
百

首
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
比
較
的
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
寿
永
百
首
自
体
が
「
奉
納
」
と
い
う
観

点
か
ら
読
み
解
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
『
長
明
集
』
内
に
歌
林
苑
や
賀
茂
社
と
の
関
わ
り
を
明
示

す
る
詞
書
が
見
ら
れ
な
い
の
も
、
賀
茂
社
奉
納
百
首
と
し
て
捉

え
ら
れ
な
か
っ
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
近
年
『
長
明
集
』

の
歌
題
や
表
現
に
、
歌
林
苑
歌
人
と
の
類
似
が
指
摘
、
さ
れ
て

お
り
、
『
長
明
集
』
が
他
の
寿
永
百
首
と
ど
う
関
わ
る
か
、
歌

人
と
し
て
の
初
期
活
動
の
結
実
で
あ
る
家
集
を
ど
う
読
む
べ
き

か
、
今
一
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
『
長
明

集
』
が
寿
永
百
首
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を

再
度
確
認
し
、
家
集
内
に
一
組
の
み
収
載
さ
れ
た
贈
答
歌
の
意

野
本
瑠
美



味
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ニ
.
寿
永
百
首
と
し
て
の
『
長
明
集
』

賀
茂
重
保
に
ょ
り
寿
永
元
年
(
一
一
八
二
)
一
一
月
に
成
立

し
た
『
月
詣
集
』
序
文
に
は
「
三
十
六
人
の
百
首
を
あ
つ
め
て

神
の
御
た
か
ら
に
そ
な
ふ
」
と
あ
り
、
『
月
詣
集
』
編
纂
以
前

に
当
代
三
十
六
人
の
歌
人
の
百
首
が
賀
茂
社
へ
奉
納
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
時
代
に
成
立
し
た
家
集
の
序
践
等
、

た
と
え
ぱ
『
経
盛
集
』
践
文
に
「
神
主
重
保
依
願
請
当
世
好

士
各
和
歌
百
首
可
"
進
引
納
神
殿
云
々
:
・
(
中
略
)
 
1
寿
永
元

年
六
月
十
日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
重
保
が
賀
茂
社
奉
納
の
た
め

に
歌
人
た
ち
に
百
首
か
ら
成
る
家
集
の
編
纂
を
依
頼
し
た
こ
と

が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
家
集
が
い
わ
ゆ
る
寿
永
百
首
で
あ
る
。

重
保
の
言
う
「
三
十
六
人
の
百
首
」
に
該
当
す
る
作
品
と
し

て
『
長
明
集
』
を
提
示
し
た
の
は
、
谷
山
茂
氏
キ
が
早
い
。
谷

山
氏
は
、
奥
書
や
家
集
内
の
内
容
か
ら
重
保
の
依
頼
に
ょ
り
編

纂
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
殷
{
昌
門
院
大
輔
、
藤
原
資
隆
、
藤

原
頼
輔
、
平
経
盛
の
家
集
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
家
集
の
歌
数
や

部
類
と
の
近
似
、
成
立
時
期
や
『
月
詣
集
』
へ
の
入
集
状
況
等

か
ら
、
疑
問
符
を
付
し
な
が
ら
も
『
長
明
集
』
を
寿
永
百
首
の

一
つ
と
し
て
示
し
、
「
『
月
詣
集
』
の
中
に
賀
茂
一
族
の
歌
が

多
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
重
保
が
撰
ん
だ
当
時
の
三
十

六
人
の
歌
人
中
に
も
賀
茂
一
族
の
誰
彼
が
ー
い
ま
だ
著
名
歌
人

で
な
く
て
も
1
入
っ
て
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
提
起
し
て
い
る
。

谷
山
氏
の
整
理
を
受
け
て
、
森
本
元
子
氏
M
は
谷
山
氏
が
挙

げ
た
寿
永
百
首
に
共
通
す
る
特
色
を
抽
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、

<
①
作
者
の
自
撰
で
あ
り
、
自
詠
百
首
を
本
体
と
す
る
こ
と
。

②
四
季
・
恋
・
雑
の
組
織
を
も
つ
こ
と
。
た
だ
し
、
各
部
の
歌

数
は
不
定
で
自
由
。
③
題
詠
・
生
活
詠
の
別
を
問
わ
ぬ
こ
と
。

詞
書
・
題
詞
な
ど
の
制
限
も
な
い
。
④
寿
永
元
年
夏
こ
ろ
の
成

立
で
あ
る
こ
と
。
⑤
集
中
の
作
が
「
月
詣
和
歌
集
」
に
と
ら
れ

て
い
る
こ
と
>
の
五
項
目
で
あ
る
。
上
記
条
件
を
判
断
材
料
に

森
本
氏
は
諸
家
集
を
調
査
し
、
『
長
明
集
』
を
含
む
二
五
集
を

寿
永
百
首
候
補
と
し
た
。
以
後
、
杉
山
重
行
氏
、
、
松
野
陽
一

氏
や
井
上
宗
雄
氏
約
に
ょ
っ
て
更
に
精
査
さ
れ
、
現
在
三
の

0

家
集
劃
が
寿
永
百
首
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

森
本
氏
が
掲
げ
た
五
つ
の
特
徴
と
『
長
明
集
』
の
内
容
を
再

度
照
△
口
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
歌
数
は
ほ
ぼ

、し

百
首
で
あ
り
、
詞
書
に
は
自
撰
と
捉
え
て
矛
盾
す
る
よ
う
な
記

述
は
な
い
。
『
長
明
集
』
に
は
他
人
詠
(
鴨
輔
光
)
一
首
が
含

ま
れ
て
お
り
、
長
明
自
身
の
詠
作
は
一
 
0
四
首
で
あ
る
。
践
文

か
ら
寿
永
百
首
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
『
経
盛
集
』
や
『
頼

輔
集
』
も
自
詠
は
一
 
0
七
首
、
三
九
首
と
百
首
を
越
え
て
お

り
、
『
長
明
集
』
の
み
が
特
異
な
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
長

明
集
』
に
は
、
題
詠
歌
九
三
首
、
生
活
詠
(
題
詠
以
外
の
歌
)

三
首
が
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
部
立
に
分
け
ら
れ
て

収
め
ら
れ
て
お
り
、
②
③
と
も
合
致
す
る
。
さ
ら
に
『
長
明
集
』

か
ら
『
月
詣
集
』
へ
は
四
首
入
集
し
て
お
り
⑤
に
も
合
致
す
る
。

2



問
題
と
な
る
の
は
④
の
成
立
年
時
で
あ
る
。
他
の
家
集
が
寿

永
元
年
(
三
八
二
)
夏
頃
成
立
で
あ
る
の
に
対
し
『
長
明
集
』

は
養
和
元
年
(
一
一
八
こ
と
一
年
ほ
ど
早
い
。
た
だ
し
、
奥

書
等
で
年
時
を
明
示
す
る
の
は
『
経
盛
集
』
『
経
正
集
』
等
一

部
に
留
ま
り
、
他
の
家
集
の
具
体
的
な
成
立
年
時
は
不
明
で
あ

る
。
ま
た
、
長
明
集
の
奥
書
の
年
時
に
つ
い
て
は
、
養
和
二
年

(
養
和
二
年
は
五
月
二
七
日
に
寿
永
へ
改
元
さ
れ
て
い
る
)
の

誤
写
の
可
能
性
も
指
摘
田
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
場
合
④
の

基
準
と
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
長
明
集
』

は
寿
永
百
首
と
認
定
さ
れ
る
家
集
類
と
共
通
す
る
特
徴
を
持

ち
、
寿
永
百
首
の
一
つ
と
認
め
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
長
明
集
』
に
は
、
そ
の
他
の
点
に
お
い
て
も
他
の
寿
永
百

首
と
類
似
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
『
長
明
集
』
巻
末
で
は
、

「
厭
離
桟
土
欣
求
浄
土
」
の
心
を
「
雁
」
と
「
月
」
に
寄
せ
た

詠
歌
を
配
し
て
い
る
。

あ
る
聖
の
す
す
め
に
て
百
首
の
哥
を
厭
雜
稜
土
欣

求
浄
土
に
寄
せ
て
詠
み
侍
し
中
に
、
雁
を

白
雲
に
消
え
ぬ
ば
か
り
ぞ
夢
の
世
を
か
り
と
な
く
音
は

を
の
れ
の
み
か
は
(
長
明
集
・
-
 
0
四
)

月

朝
夕
に
西
そ
む
か
じ
と
思
へ
ど
も
月
待
つ
ほ
ど
は
え
こ

そ
む
か
は
ね
(
同
・
-
 
0
五
)

-
 
0
四
番
「
白
雲
に
」
詠
で
は
、
現
世
を
「
仮
の
世
」
と
知

り
つ
つ
雛
れ
ら
れ
な
い
嘆
き
を
詠
み
、
-
 
0
五
番
「
朝
夕
に
」

で
は
西
方
浄
士
を
希
求
し
つ
つ
も
、
月
に
思
い
を
寄
せ
る
数

3

寄
心
を
捨
て
き
れ
な
い
我
身
を
嘆
き
、
神
に
ょ
る
導
き
を
期

待
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
寿
永
百
首
で
も
有
房
・
親
盛
・
寂
蓮
・
隆
信
・
経

家
・
季
経
・
資
隆
・
広
一
言
・
殷
富
門
院
大
輔
が
巻
軸
部
分
に

哀
傷
歌
や
釈
教
歌
を
置
い
て
お
り
、
共
通
の
傾
向
を
持
つ
。

た
と
え
ぱ
、
資
隆
の
『
禅
林
癖
葉
集
』
巻
軸
は
、
法
華
経
歌

に
続
き
、
哀
傷
に
寄
せ
て
「
夢
の
う
ち
に
夢
に
ま
ど
へ
る
」

我
が
身
を
嘆
く
歌
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

普
門
品

日
の
光
ふ
る
る
世
も
な
く
照
ら
す
な
り
か
く
て
や
み
に

は
な
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
(
禅
林
癖
葉
集
・
九
九
)

人
の
、
む
す
め
に
お
く
れ
て
侍
り
け
る
に
、
ほ
ど

へ
て
い
ひ
つ
か
は
す

夢
の
う
ち
に
夢
に
ま
ど
へ
る
身
に
し
あ
れ
ぱ
お
ど
ろ
か

ぬ
ぞ
よ
人
の
う
へ
に
も
(
同
・
-
 
0
0
)

こ
れ
は
、
資
隆
が
家
集
践
文
に
「
神
も
仏
も
御
恵
み
は
変
は

ら
ぬ
こ
と
な
れ
ぱ
、
:
・
(
中
略
)
:
・
一
つ
賢
木
の
、
つ
ち
の
睦
び

に
ょ
り
て
、
同
じ
蓮
の
上
に
{
佰
る
種
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
ひ
侍

り
て
な
ん
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
奉
納
に
ょ
る
結
縁
の
意

図
を
反
映
し
、
法
華
経
歌
を
捧
げ
、
夢
の
よ
う
な
世
に
迷
う
我

身
の
救
済
を
賀
茂
の
神
に
祈
願
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
長
明
集
』
の
四
季
部
に
は
六
0
首
の
歌
が
収
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
九
0
%
以
上
が
題
詠
歌
で
あ
り
、
か
つ
「
花
」

「
月
」
な
ど
の
素
題
に
ょ
る
詠
歌
よ
り
も
「
山
家
卯
花
」
「
霧
隔
行

船
」
な
ど
の
複
合
題
に
ょ
る
詠
歌
が
五
八
%
を
占
め
て
い
る
。
歌



歴
の
浅
い
長
明
の
詠
作
に
詠
歌
条
件
の
複
雑
な
複
合
題
が
多
く
見

ら
れ
る
の
は
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
、
同
様
の
傾
向
は
、
寿
永

百
首
歌
人
の
う
ち
、
覚
綱
、
有
房
、
長
明
、
親
盛
二
条
院
讃
岐
、

広
言
、
親
{
示
に
も
見
ら
れ
る
。

【
寿
永
百
首
四
季
部
に
占
め
る
題
詠
歌
の
割
合
】

88

29

7

一
方
、
同
じ
寿
永
百
首
歌
人
で
も
『
歌
仙
落
書
』
や
『
治
承

三
十
六
人
歌
△
旦
な
ど
に
選
出
さ
れ
、
『
月
詣
集
』
に
も
一
三

首
以
上
が
入
集
す
る
忠
度
や
頼
輔
、
経
盛
な
ど
、
当
代
あ
る
程

度
の
評
価
を
得
て
い
た
歌
人
の
家
集
で
は
複
合
題
の
占
め
る
割

合
は
半
分
以
下
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
生
じ
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
寿
永
百
首
歌
人
の
中
で
も
、
相
対
的
に
歌
歴

力
量
で
や
や
劣
る
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
、
詠
歌
に
困
難
が
伴
う

複
合
題
の
詠
作
が
、
一
種
の
挑
戦
で
あ
り
、
神
へ
の
奉
納
と
す

る
の
に
相
応
し
い
と
捉
え
ら
れ
た
可
能
性
な
ど
が
想
像
さ
れ
る
。

家
集
に
撰
入
す
る
歌
に
つ
い
て
は
、
歌
人
の
経
験
や
力
量
に
ょ
っ

て
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
『
長
明
集
』
の
傾
向
は

詠
作
・
構
成
の
面
に
お
い
て
他
の
寿
永
百
首
と
共
通
点
を
持
つ

と
判
断
さ
れ
る
。

何
よ
り
、
こ
の
時
期
ま
で
歌
合
・
歌
会
等
へ
の
出
詠
が
殆
ど

確
認
で
き
な
い
長
明
が
、
自
発
的
に
家
集
を
編
纂
し
た
と
は
考

え
に
く
い
。
さ
ら
に
、
長
明
の
『
月
詣
集
』
入
集
歌
四
首
が
全

て
『
長
明
集
』
か
ら
採
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
寿
永
百
首
歌
人

の
入
集
数
と
比
較
し
て
も
、
頼
輔
(
一
六
首
)
や
小
侍
従
(
一

一
首
)
な
ど
歌
人
と
し
て
の
知
名
度
の
高
い
老
練
な
歌
人
に
は

及
ぱ
な
い
も
の
の
、
経
家
や
親
宗
の
六
首
に
次
ぐ
入
集
数
で
、

『
治
承
三
十
六
人
歌
△
旦
等
に
選
出
さ
れ
て
い
る
有
房
の
三
首

に
も
勝
っ
て
い
る
。
『
月
詣
集
』
に
お
い
て
長
明
が
歌
歴
に
比

し
て
厚
遇
さ
れ
て
い
る
状
況
を
も
考
慮
す
る
と
、
重
保
に
ょ
っ

2

て
家
集
奉
納
を
求
め
ら
れ
編
纂
し
た
制
と
考
え
る
の
が
最
も
蓋

然
性
が
高
い
と
一
言
え
る
だ
ろ
う
。

部
数
)

季
歌
首

四
総
(

0

2

41

02

6

0

0

6

0

5

2

4

集綱覚

9

集言広

0

集盛親

0

6

集房有

3

0

集岐讃

3

0

集明長

1

集宗親

2

集経季

1

0

集家経

0

集正経

集輔頼

集蓮寂

集盛経

集然寂

4

家集名
実情詠数

(首)

41

70

隆信集

71

小侍従集

素題
(首)

64

題詠歌数

50

忠度集

60

複合題
(首)

86

21

44

20

題詠歌
合計(首)

66

34

25

41

禅林疹葉集

47

四季部に占める割合

44

45

題忌永歌の
御恰(%)

15

60

殷富門院大輔集

41

39

31

72

68

30

21

52

65

複合題の
害恰(%)

35

23

100

50

64

46

24

74

97

44

19

29

60

92

55

28

25

100

83

70

フフ

17

48

20

67

50

40

15

37

63

51

20

39

61

90

41

21

43

60

91

44

14

53

58

フフ

45

70

100

53

69

Ⅱ

50

100

43

51

42

75

48

41

96

54

34

98

59

33

96

70

29

73

50

27

98

100

18

100

15

10



Ξ
.
寿
永
百
首
の
贈
答
歌

さ
て
、
『
長
明
集
』
に
は
一
首
だ
け
長
明
以
外
が
詠
ん
だ
歌

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
通
常
の
家
集
な
ら
ば
さ
し
て
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
が
、
歌
数
が
限
定
さ
れ
た
奉
納
家
集
と
し
て
み
る

と
や
や
特
殊
な
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
、
鴨
長
明
と
鴨
輔
光
と
の
贈
答
三
首
を
掲
げ
る
。

住
み
わ
び
ぬ
い
ざ
さ
は
越
え
ん
死
出
の
山
さ
て
だ
に
親
の

あ
と
を
踏
む
べ
く
(
長
明
集
・
九
九
)

こ
れ
を
み
侍
て
、
か
も
の
輔
光

住
み
わ
ぴ
て
い
そ
ぎ
な
越
え
そ
死
出
の
山
こ
の
世
に
親
の

あ
と
も
こ
そ
踏
め
(
同
・
-
 
0
0
)

と
申
し
侍
り
し
か
ば

情
け
あ
ら
ぱ
我
ま
ど
は
す
な
君
の
み
ぞ
親
の
あ
と
踏
む
道

は
知
る
ら
ん
(
同
・
-
 
0
 
こ

九
九
番
「
住
み
わ
び
ぬ
」
詠
は
、
「
述
懐
の
心
を
」
と
題
さ

れ
た
一
一
首
か
ら
成
る
歌
群
の
最
後
に
あ
た
る
。
長
明
は
「
も

う
憂
き
世
に
住
む
の
は
い
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
あ
そ
れ

な
ら
死
出
の
山
を
越
え
る
と
し
よ
う
。
そ
う
し
て
せ
め
て
死
へ

の
道
だ
け
で
も
親
の
通
っ
た
跡
を
踏
め
る
よ
う
に
」
と
、
父

鴨
長
継
の
よ
う
な
禰
宜
と
し
て
の
栄
達
を
望
め
な
い
た
め
、
死

を
望
む
。
こ
の
歌
を
見
た
鴨
輔
光
が
「
こ
の
世
に
住
み
が
た
く

思
っ
て
も
死
に
急
ぐ
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
0

生
き
て
こ
の
世
で
親
の
跡
を
踏
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
、
死

を
口
に
す
る
長
明
を
た
し
な
め
、
現
世
で
親
の
跡
を
踏
む
、
す

な
わ
ち
親
の
地
位
を
継
ぐ
道
を
求
め
よ
と
励
ま
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
長
明
は
「
情
け
が
あ
る
な
ら
ぱ
、
ど
う
か
私
を
惑
わ

せ
な
い
で
欲
し
い
。
あ
な
た
だ
け
は
、
親
の
跡
を
踏
む
道
が
ど

の
よ
、
つ
な
も
の
か
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
、
つ
0
 
も
、
つ
こ
の
道
し

か
な
い
の
で
す
」
と
輔
光
の
助
言
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
と
る
。

長
明
を
諭
し
導
こ
う
と
し
た
鴨
輔
光
は
、
長
明
の
父
長
継
の

推
挙
に
ょ
っ
て
御
祖
社
権
祝
に
栄
転
(
『
兵
範
記
』
嘉
応
元
年

八
月
一
四
日
条
)
し
た
人
物
で
あ
り
、
恩
顧
を
受
け
た
者
と
し

て
、
長
明
に
対
し
同
情
を
寄
せ
、
こ
の
よ
う
な
歌
を
送
っ
た
と

さ
れ
る
机
。
一
方
、
長
明
の
作
に
つ
い
て
は
、
父
を
失
っ
た
後

の
若
き
長
明
の
心
情
を
う
か
が
い
知
る
も
の
と
し
て
、
伝
記
研

究
に
お
い
て
ょ
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
自
殺
の
意
志
を
ほ
の
め

か
し
、
人
の
反
応
を
う
か
が
う
」
作
で
あ
り
、
「
長
明
の
心
情

は
あ
ま
り
に
も
ひ
ょ
わ
で
、
穏
や
か
な
ら
ぬ
覚
悟
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
」
と
長
明
の
性
質
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
評
さ
れ
て
き

5

だ
が
、
こ
の
や
り
と
り
を
、
若
き
長
明
の
弱
さ
の
表
出
と
の

み
捉
え
て
ょ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
『
長
明
集
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
他
人
詠
は
、
こ
の
輔
光
の
歌
一
首
の
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
長
明
集
』
内
に
は
人
名
を
明
示
す
る
例
が
極
め
て
少

な
い
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
輔
光
以
外
に
賀
茂
社

周
辺
の
人
名
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
長
明
と
歌
を
や
り
と
り
し
た

人
物
に
つ
い
て
も
「
あ
る
人
」
(
五
八
)
、
「
や
む
ご
と
な
き
人
」

(
八
五
)
、
「
あ
る
ひ
じ
り
の
す
す
め
に
て
」
(
一
 
0
四
)
の
よ
う

た
*Ⅱ
0



に
、
人
名
は
こ
と
ご
と
く
朧
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
、
つ
な
中

で
「
鴨
輔
光
」
と
い
ら
名
が
明
記
さ
れ
、
詠
作
ま
で
も
記
録
さ

れ
る
の
は
破
格
の
扱
い
と
一
言
え
よ
う
。
輔
光
は
歌
人
と
し
て
著

名
な
人
物
で
は
な
く
、
詠
歌
も
当
該
歌
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な

そ
の
よ
う
な
人
物
の
名
を
わ
、
ざ
わ
ざ
米
手
げ
、
自
身
と
の
歌

0

しの
や
り
と
り
を
記
す
に
は
何
ら
か
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

他
の
寿
永
百
首
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
た
と
え
ぱ
『
経
盛

集
』
で
は
、
四
季
・
恋
・
雑
の
全
て
の
部
に
贈
答
歌
が
配
さ
れ
、

か
つ
、
そ
の
贈
答
相
手
が
大
宮
多
子
な
ど
の
貴
顕
や
、
清
輔
や

俊
成
と
い
っ
た
歌
壇
の
主
導
者
的
立
場
で
あ
っ
た
人
物
、
歌
人

と
し
て
名
の
通
っ
た
公
通
・
小
侍
従
・
実
定
ら
で
、
同
じ
平
家

内
の
人
物
や
他
の
寿
永
百
首
歌
人
と
の
や
り
と
り
は
小
ノ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
経
盛
集
』
の
贈
答
歌
は
、
経
盛
の
晴
れ
の

場
を
記
録
し
、
自
身
の
歌
人
と
し
て
の
力
量
を
神
へ
と
示
し
、

神
の
恵
を
授
か
る
に
相
応
し
い
こ
と
を
証
明
す
る
働
き
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
以
前
指
摘
制
し
た
。

経
盛
以
外
に
も
、
人
生
の
転
換
点
や
奉
納
の
目
的
と
関
わ
る

事
跡
を
贈
答
歌
に
ょ
っ
て
示
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
『
頼
輔

集
』
践
文
に
は
「
齢
満
、
七
旬
一
、
位
昇
丑
盲
叩
、
是
偏
神
恩
之

至
也
1
 
(
中
略
)
・
・
・
因
"
茲
深
為
"
謝
神
徳
・
、
」
と
あ
り
、
{
永
集

奉
納
に
は
寿
永
元
年
に
三
位
に
叙
さ
れ
た
こ
と
を
賀
茂
の
神
に

謝
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
頼
輔
集
』
家
集
巻

軸
部
分
は
こ
の
意
図
を
反
映
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

法
性
寺
会
、
述
懐

6

ま
ち
つ
け
て
花
見
る
春
の
な
か
り
せ
ば
折
に
も
あ
は
で
や

み
ぞ
し
な
ま
し
(
頼
輔
集
・
三
七
)

三
位
し
た
る
の
ち
の
あ
し
た
、
左
大
将
の
も
と
よ
り

申
遣
せ
る

つ
ひ
に
か
く
三
つ
の
位
に
の
ぼ
り
け
り
二
つ
の
し
な
も
う

た
が
ひ
ぞ
な
き
(
同
・
三
八
)

返
し

な
な
そ
ぢ
に
三
つ
の
し
な
に
ぞ
の
ぼ
り
ぬ
る
二
つ
の
位
思

ひ
か
け
て
ん
(
同
・
三
九
)

同
日
入
道
三
品
俊
成
卿
の
も
と
よ
り
つ
か
は
せ
る

待
た
れ
て
も
つ
ひ
に
咲
き
け
る
藤
の
花
ひ
さ
し
く
に
ほ
へ

こ
ず
ゑ
は
る
か
に
(
同
・
一
三
0
)

返
歌

年
を
経
て
松
に
か
ひ
あ
る
藤
の
花
こ
ず
ゑ
は
る
か
に
た
の

も
し
き
か
な
(
同
・
一
三
こ

三
七
番
の
官
位
昇
進
を
待
ち
焦
が
れ
る
述
懐
詠
の
あ
と
に
、

三
位
昇
進
後
の
実
定
、
俊
成
と
の
喜
び
の
贈
答
歌
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
一
三
0
番
俊
成
の
「
待
た
れ
て
も
つ
ひ
に

咲
き
け
る
藤
の
花
」
と
三
一
三
番
「
年
を
経
て
松
に
か
ひ
あ
る

藤
の
花
」
は
、
三
七
番
の
述
懐
詠
「
ま
ち
つ
け
て
」
「
折
に

も
あ
は
で
や
み
ぞ
し
な
ま
し
」
と
粋
き
合
い
、
宿
願
が
叶
え
ら

れ
た
喜
び
を
強
調
す
る
効
果
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
小
侍
従
集
』
で
は
、
贈
答
歌
は
全
て
雑
部
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
女
房
と
し
て
の
活
動
や
恋
人
た
ち
と
の
贈
答

歌
を
記
し
た
後
、
贈
答
歌
群
の
終
末
部
で
自
身
の
出
家
の
際
に



詠
み
交
わ
し
た
、
以
下
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
配
し
て
い
る
。

か
く
て
後
さ
ま
変
へ
て
八
幡
に
こ
も
り
た
る
に
、
宮

こ
よ
り
人
人
あ
ま
た
歌
お
く
ら
れ
た
り

五
条
三
位
俊
成

か
の
岸
へ
渡
り
に
け
り
な
海
人
小
舟
す
ま
ぱ
逢
ふ
瀬
と
思

ひ
し
も
の
を
(
小
侍
従
集
・
-
 
0
七
)

こ
れ
が
返
し
と
は
な
く
て
、
こ
ま
か
な
る
事
ど
も
の

返
ご
と
の
お
く
に

す
み
し
世
に
逢
ふ
瀬
な
か
り
し
石
清
水
を
り
う
れ
し
く
ぞ

思
ひ
い
で
た
る
(
同
・
-
 
0
八
)

そ
れ
に
続
き
、
頼
輔
と
の
出
家
に
ま
つ
わ
る
贈
答
歌
(
一
 
0

九
・
一
一
0
)
、
小
侍
従
が
仕
え
た
大
宮
多
子
か
ら
の
文
へ
の

返
歌
に
ょ
っ
て
贈
答
歌
群
が
結
ば
れ
、
続
く
述
懐
歌
・
釈
教
歌

へ
と
連
接
す
る
。

か
く
て
こ
も
り
ゐ
た
る
に
、
思
は
ず
に
宮
の
御
も
と

よ
り
今
ま
で
申
さ
ぬ
な
ど
こ
ま
や
か
に
お
ほ
せ
ら
れ

た
る
に

と
ふ
人
も
な
み
に
た
だ
よ
ふ
海
人
舟
の
う
ら
み
は
今
ぞ
こ

ぎ
か
へ
り
ぬ
る
(
同
・
一
一
一
)

『
小
侍
従
集
』
で
は
、
多
子
に
仕
え
た
女
房
か
ら
俗
世
を
離
れ

た
出
家
者
へ
の
転
身
が
贈
答
歌
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
に
、
「
百
首
」
と
い
う
限
ら
れ
た
歌
数
の
中
に

他
人
詠
を
取
り
入
れ
る
手
法
は
、
家
集
の
編
纂
意
図
や
奉
納
の

目
的
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
輔
光
と
の
贈
答
の
意
味

再
び
『
長
明
集
』
へ
戻
る
。
輔
光
歌
を
詠
出
さ
せ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
長
明
の
「
住
み
わ
び
ぬ
い
ざ
さ
は
越
え
ん

死
出
の
山
さ
て
だ
に
親
の
あ
と
を
踏
む
べ
く
」
(
九
九
)
と
い

う
歌
で
あ
っ
た
。
こ
の
詠
は
雑
部
の
「
述
懐
の
、
心
を
」
と
題
さ

れ
た
三
首
か
ら
成
る
歌
群
の
最
後
に
あ
た
る
。
前
掲
『
長
明

集
』
引
用
と
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
以
下
に
『
長
明
集
』

雑
部
の
全
歌
を
掲
げ
る
。

や
ん
ご
と
な
き
人
の
若
君
む
ま
れ
た
ま
へ
る
事
を
い

か
が
と
あ
れ
ば

と
も
か
く
も
え
こ
そ
一
言
は
れ
ね
松
が
上
に
木
高
く
す
だ
つ

鶴
の
子
な
れ
ば
(
八
五

津
の
国
へ
ま
か
る
み
ち
に
、
昆
陽
と
い
ふ
と
こ
ろ
に

と
ま
り
て
侍
に
、
寝
屋
の
障
子
に
あ
や
し
げ
な
る
手

に
て
手
習
を
し
て
侍
ぱ
、
か
た
は
ら
に
か
き
つ
け
侍

津
の
国
の
昆
陽
の
葦
手
ぞ
し
ど
ろ
な
る
な
に
わ
、
ざ
し
た
る

海
人
の
す
さ
び
ぞ
(
八
六
)

山
里
な
る
所
に
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
か
り
て
ょ
め
る

か
り
に
来
て
見
る
だ
に
た
え
ぬ
山
里
に
誰
つ
れ
づ
れ
と
あ

け
く
ら
す
ら
ん
(
八
七
)

も
の
思
ひ
侍
こ
ろ
幼
き
子
を
見
て

そ
む
く
べ
き
う
き
世
に
ま
ど
ふ
心
か
な
子
を
思
ふ
道
は
あ

は
れ
な
り
け
り
(
八
八
)

7



述
懐
の
心
を

奥
山
の
ま
さ
き
の
葛
く
り
か
へ
し
ゆ
ふ
と
も
絶
え
じ
耐
へ

ぬ
嘆
き
は
(
八
九
)

あ
れ
ぱ
厭
ふ
背
け
ぱ
慕
ふ
数
な
ら
ぬ
身
と
心
と
の
中
ぞ
ゆ

か
し
き
(
九
9

心
に
も
あ
ら
で
何
ぞ
の
経
る
か
ひ
は
よ
し
賤
M
の
身
よ
消

え
は
て
ね
た
だ
(
九
こ

何
事
を
憂
し
と
言
ふ
ら
ん
大
方
の
世
の
な
ら
ひ
こ
そ
聞
か

ま
ほ
し
け
れ
(
九
3

憂
き
な
が
ら
す
ぎ
の
の
雉
子
声
立
て
て
さ
を
ど
る
ば
か
り

物
を
こ
そ
思
へ
(
九
三
)

霜
埋
む
枯
れ
野
に
弱
る
虫
の
音
の
こ
は
い
つ
ま
で
か
よ
に

聞
こ
ゆ
べ
き
(
九
四
)

世
は
捨
て
つ
身
は
な
き
も
の
に
な
し
は
て
つ
何
を
恨
む
る

誰
が
嘆
き
ぞ
も
(
九
五
)

憂
き
身
を
ぱ
い
か
に
せ
ん
と
て
惜
し
む
ぞ
と
人
に
か
は
り

て
心
を
ぞ
と
ふ
(
九
六
)

花
ゆ
へ
に
通
ひ
し
も
の
を
吉
野
山
心
細
く
も
思
ひ
た
つ
か

な
(
九
七
)

あ
は
れ
と
も
あ
だ
に
一
言
ふ
べ
き
暎
き
か
と
思
ふ
か
人
の
知

ら
ず
顔
な
る
(
九
八
)

住
み
わ
び
ぬ
い
ざ
さ
は
越
え
ん
死
出
の
山
さ
て
だ
に
親
の

あ
と
を
踏
む
べ
く
(
九
九
)

こ
れ
を
み
侍
て
、
か
も
の
輔
光

住
み
わ
び
て
い
そ
ぎ
な
越
へ
そ
死
出
の
山
こ
の
世
に
親
の

あ
と
も
こ
そ
踏
め
(
一
 
0
0
)

と
申
し
侍
り
し
か
ぱ

情
け
あ
ら
ば
我
ま
ど
は
す
な
君
の
み
ぞ
親
の
あ
と
踏
む
道

は
知
る
ら
ん
(
一
 
0
 
こ

懐
旧
時
々
と
い
ふ
事
を

思
ひ
出
で
て
し
の
ぶ
も
憂
し
や
い
に
し
へ
を
さ
は
束
の
問

に
忘
る
べ
き
身
か
(
一
 
0
二
)

浄
土
の
相
か
き
あ
ら
は
し
た
る
中
に
花
の
降
れ
る
所

を

絶
え
ず
散
る
花
も
あ
り
け
り
故
郷
の
梅
も
桜
も
憂
し
や
一

時
(
一
 
9
己

あ
る
聖
の
す
す
め
に
て
百
首
の
哥
を
厭
雜
稜
士
欣
求

浄
士
に
寄
せ
て
詠
み
侍
し
中
に
、
雁
を

白
雲
に
消
え
ぬ
ぱ
か
り
ぞ
夢
の
世
を
か
り
と
な
く
音
は
を

の
れ
の
み
か
は
(
一
 
0
四
)

月

朝
夕
に
西
そ
む
か
じ
と
思
へ
ど
も
月
待
つ
ほ
ど
は
え
こ
そ

む
か
は
ね
(
一
 
0
五
)

雑
部
一
三
首
は
、
「
や
ん
ご
と
な
き
人
」
の
も
と
に
若
君
が

誕
生
し
た
際
の
歌
に
始
ま
り
、
摂
津
(
八
六
)
や
「
山
里
な
る

所
」
(
八
七
)
へ
出
か
け
た
際
の
歌
、
述
懐
歌
が
八
八
S
九
九

番
ま
が
連
続
し
、
述
懐
歌
に
ま
つ
わ
る
贈
答
(
一
 
0
0
 
・
-
 
0

一
)
、
懐
旧
題
詠
(
一
 
0
二
)
と
続
き
、
釈
教
歌
で
家
集
が
閉

じ
ら
れ
る
。
こ
の
内
八
九
番
か
ら
始
ま
る
「
述
懐
の
心
を
」

と
い
う
詞
書
で
ま
と
め
ら
れ
た
歌
群
が
雑
部
の
中
核
を
占
め
て

8



い
る
。
そ
の
内
容
は
「
何
を
恨
む
る
誰
が
暎
き
ぞ
も
」
(
九
五
)

や
「
う
き
身
を
ぱ
い
か
に
せ
ん
と
て
惜
し
む
ぞ
」
(
九
六
)
な

ど
の
よ
う
な
強
烈
な
語
調
に
ょ
る
嘆
き
の
歌
が
連
続
す
る
。
そ

し
て
、
述
懐
歌
群
の
末
尾
に
置
か
れ
た
九
九
番
に
ょ
っ
て
、
そ

の
嘆
き
の
根
源
が
父
親
の
跡
を
継
げ
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
構
成
川
と
な
っ
て
い
る
。

長
明
の
父
の
鴨
長
継
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
一
七
歳
で
賀
茂

、し

神
社
下
社
の
神
官
を
代
表
す
る
正
禰
宜
の
地
位
に
つ
い
た
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
、
若
く
し
て
台
頭
し
う
る
英
明
な
有
力
者
で
あ
っ

た
こ
と
、
承
安
二
、
三
年
頃
(
一
一
七
二
S
七
三
)
三
四
、
五り

H

歳
で
没
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
劇
。
三
木
紀
人
氏
川

は
、
『
方
丈
記
』
に
記
さ
れ
た
「
ス
ベ
テ
、
ア
ラ
レ
ヌ
世
ヲ
念

ジ
ス
グ
シ
ツ
＼
心
ヲ
ナ
ヤ
マ
セ
ル
事
、
三
十
余
年
也
。
其
間
、

ヲ
リ
く
ノ
タ
ガ
ヒ
メ
、
ヲ
ノ
、
ツ
カ
ラ
、
ミ
ジ
カ
キ
運
ヲ
サ
ト

リ
ヌ
」
の
、
最
初
の
暗
転
「
タ
ガ
ヒ
メ
」
を
、
こ
の
父
の
死
と

捉
え
て
い
る
。
父
と
い
う
最
大
の
後
見
役
を
失
っ
た
長
明
は
、

そ
の
後
社
司
に
就
任
す
る
こ
と
さ
え
困
難
な
状
況
に
な
り
、
先

述
し
た
よ
う
な
述
懐
歌
を
詠
む
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
述
懐
歌
群
前
後
に
も
、
親
を
失
っ
た
我
が
身
の

不
遇
が
屈
折
し
た
形
で
表
れ
て
い
る
。
八
五
番
「
と
も
か
く
も
」

詠
は
、
高
貴
な
身
分
の
人
の
家
に
若
君
が
誕
生
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
知
人
か
ら
問
わ
れ
た
際
の
歌
で
あ
る
。
詞
書
に
「
や
む

ご
と
な
き
人
」
と
表
す
場
△
口
、
単
に
身
分
を
指
示
す
る
だ
け
で

な
く
、
「
や
む
ご
と
な
き
人
を
思
ひ
か
け
た
る
男
に
か
は
り
て
」

(
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
四
一
詞
書
・
相
模
)
や
、
「
や
む
ご
と

そ
言
は
れ
ね
(
久
安
百
首
・
雜
別
・
-
0
九
三
・
堀
川
)

三
句
目
以
降
の
「
松
が
上
に
木
高
く
す
だ
つ
鶴
の
子
」
は
、

松
・
木
高
し
・
鶴
と
い
っ
た
慶
賀
の
歌
材
を
重
ね
る
祝
い
の
歌

に
散
見
さ
れ
る
用
法
だ
が
、
「
松
が
上
に
木
高
く
」
と
い
う
表

松
が
う
へ
に
木
だ
か
く
か
か
る
藤
の
花
手
か
け
と
る
べ
き

物
と
こ
そ
み
ね
(
久
安
百
首
・
春
・
四
一
六
・
季
通
)

の
よ
う
に
、
作
中
主
体
に
は
手
の
届
か
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と

も
示
す
。
長
明
の
歌
は
全
体
で
「
あ
れ
こ
れ
と
言
い
表
す
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
木
高
い
松
の
上
よ
り
巣
立
つ
鶴
の
子
の
よ
う

な
、
高
貴
な
家
に
誕
生
さ
れ
た
若
君
の
こ
と
で
す
の
で
」
と
い
っ

な
き
人
に
夢
ぱ
か
り
に
て
い
と
い
た
う
忍
び
け
れ
ぱ
、
又
え
逢

は
で
過
ぎ
け
る
ほ
ど
に
、
此
人
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
」
と
い
う

詞
書
を
持
つ
「
思
ひ
出
で
の
悲
し
き
物
は
人
知
れ
ぬ
心
の
う
ち

の
別
れ
な
り
け
り
」
(
続
詞
花
集
・
哀
傷
・
四
二
四
・
重
之
)

な
ど
の
よ
う
に
、
詠
歌
主
体
と
の
身
分
差
や
、
身
分
の
懸
隔
に

よ
る
不
如
意
な
状
況
に
主
眼
が
あ
る
場
合
が
多
い
。

歌
の
「
と
も
か
く
も
」
 
7
え
こ
そ
言
は
れ
ね
」
は
、
次
の
二

例
の
よ
う
に
、
感
情
の
深
さ
を
言
葉
で
表
し
得
な
い
際
に
用
い

ら
れ
る
が
、
長
明
歌
は
二
句
を
重
ね
て
用
い
る
た
め
、
表
現
す

る
こ
と
を
放
棄
す
る
よ
う
な
語
調
に
な
っ
て
い
る
。

9

と
も
か
く
も
一
言
は
ぱ
な
べ
て
に
な
り
ぬ
べ
し
音
に
な
き
て

こ
そ
見
す
べ
か
り
け
れ

(
千
載
集
・
恋
五
・
九
0
六
・
和
泉
式
部
)

行
く
人
も
惜
し
む
涙
も
と
ど
め
か
ね
忘
る
な
と
だ
に
え
こ

現
ま

、



た
内
容
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
庇
護
者
で
あ
る
父
を
失
っ
た

不
遇
な
私
の
よ
う
な
者
に
は
、
ど
の
よ
う
な
慶
賀
の
一
言
葉
を
重

ね
て
も
、
若
君
の
幸
福
な
ど
言
い
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
う
卑
下
と
、
恵
ま
れ
た
境
遇
に
生
ま
れ
た
若
君
へ
の
羨
望
が

に
じ
み
出
て
い
る
。

輔
光
と
の
贈
答
歌
の
後
に
配
さ
れ
た
一
 
0
二
番
「
思
ひ
出
で

て
」
詠
に
も
不
遇
な
我
身
が
表
出
し
て
い
る
。
「
懐
旧
時
々
」

と
い
う
題
は
他
の
歌
集
に
見
出
せ
な
い
が
、
過
ぎ
去
っ
た
昔
を

懐
か
し
む
内
{
谷
を
詠
む
「
懐
旧
」
題
の
変
奏
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

長
明
も
「
い
に
し
△
を
振
り
返
る
が
、
和
歌
に
お
け
る
「
い

に
し
^
^
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
単
な
る
過
^
だ
け
で
な
く
、

亡
き
人
の
存
命
時
を
指
す
場
合
が
多
い
。

左
大
臣
女
御
う
せ
侍
り
に
け
れ
ぱ
、
父
大
臣
の
も
と

に
つ
か
は
し
け
る

い
に
し
へ
を
さ
ら
に
か
け
じ
と
思
へ
ど
も
あ
や
し
く
目
に

も
満
つ
涙
か
な
(
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
九
一
・
天
暦
御
製
)

後
朱
雀
院
う
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
上
東
門
院
白
河
に

渡
り
た
ま
ひ
て
嵐
の
い
た
く
吹
き
け
る
つ
と
め
て
、

か
の
院
に
侍
け
る
侍
従
の
内
侍
の
も
と
に
つ
か
は
し

け
る

い
に
し
へ
を
恋
ふ
る
寝
覚
め
や
ま
さ
る
ら
ん
聞
き
も
な
ら

は
ぬ
峯
の
嵐
に
(
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
九
9
 
-
・
範
永
)

-
0
二
番
歌
は
詠
作
年
時
未
詳
の
題
詠
歌
で
、
詠
作
当
時
に

意
図
さ
れ
て
い
た
「
い
に
し
へ
」
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
『
長

明
集
』
の
排
列
か
ら
は
、
「
い
に
し
へ
」
は
直
前
(
九
九
S
 
-

0
 
一
番
歌
)
で
示
さ
れ
て
い
た
亡
父
の
生
前
を
示
し
て
い
る
と

捉
え
ら
れ
る
。
「
思
ひ
出
で
て
し
の
ぶ
も
憂
」
き
、
父
が
生
き

て
い
た
頃
で
は
あ
る
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
「
束
の
間
に
忘
」

れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
の
煩
悶
が
表
さ
れ
た
一
首
と
読
み
取

れ
よ
う
。

『
長
明
集
』
の
雑
部
の
中
核
で
は
、
生
き
よ
う
に
も
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
嘆
き
が
連
綿
と
続
き
、
不
遇
の
出
発
点
と
な
っ
た

父
と
の
死
別
、
父
・
長
継
の
地
位
を
受
け
継
げ
な
か
っ
た
我
が

身
の
つ
た
な
さ
へ
と
収
斂
し
て
い
く
。
俗
世
で
の
様
々
な
嘆
き
、

そ
れ
は
遡
れ
ば
、
父
・
鴨
長
継
の
夫
折
と
、
長
明
が
後
継
者
と

し
て
の
地
位
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
が
、

九
九
番
歌
に
ょ
っ
て
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長

明
の
歌
に
対
し
て
詠
ま
れ
た
輔
光
詠
(
一
 
0
0
)
も
ま
た
、
家

集
内
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
「
い
ざ
さ
は
越
え
ん
」

と
挫
折
と
諦
め
を
表
明
す
る
か
の
よ
う
な
九
九
番
に
対
し
、
輔

光
の
歌
に
は
長
明
の
願
望
が
極
め
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

死
出
の
山
を
「
い
そ
ぎ
な
越
へ
そ
」
と
引
き
留
め
、
「
こ
の
世

に
親
の
跡
」
を
「
踏
む
」
こ
と
を
勧
め
る
輔
光
。
現
世
で
親
の

地
位
を
継
ぐ
こ
と
こ
そ
様
々
な
嘆
き
を
解
消
す
る
最
高
の
方
策

で
あ
っ
た
。
長
明
が
あ
え
て
、
こ
の
一
首
を
家
集
に
取
り
入
れ

た
の
は
輔
光
歌
が
長
明
の
願
い
を
正
確
に
言
い
表
し
て
い
た
か

ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
さ
ら
に
、
輔
光
の
名
を
明
記
し
て
採
録

三
条
太
政
大
臣
身
ま
か
り
て
の
ち
月
を
み
て
ょ
め
る

い
に
し
へ
を
恋
ふ
る
涙
に
く
ら
さ
れ
て
お
ぼ
ろ
に
見
ゆ
る

秋
の
夜
の
月

(
詞
花
集
・
雑
下
・
三
九
二
・
公
任
)
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し
た
の
は
、
「
こ
の
世
に
親
の
跡
」
を
「
踏
む
」
と
い
う
願
い

が
、
分
不
相
応
な
高
望
み
な
ど
で
は
な
く
、
他
者
、
特
に
同
じ

氏
人
で
あ
る
輔
光
か
ら
も
認
め
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
働
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
明
は
不
遇
な
現

状
の
訴
嘆
と
栄
達
へ
の
願
望
を
、
自
身
の
歌
の
み
な
ら
ず
他
者

の
一
言
葉
を
借
り
る
こ
と
に
ょ
っ
て
神
へ
と
示
そ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

続
く
-
 
0
 
一
番
「
情
け
あ
ら
ぱ
我
ま
ど
は
す
な
」
は
輔
光
に

対
す
る
長
明
の
返
歌
で
あ
る
。
慰
め
励
ま
す
輔
光
に
対
し
て
拒

否
の
姿
勢
を
見
せ
、
あ
な
た
だ
け
は
親
の
跡
を
踏
む
道
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
知
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
現
世
で
の
成
就
が
い

か
に
困
難
な
も
の
か
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
、
つ
、
と
長
明
が
切
り

返
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
「
我
ま
ど
は
す
な
」
と

つ
た
措
辞
は
、

い

月
の
明
か
り
け
る
夜
膽
西
聖
人
の
も
と
へ
い
ひ
つ

か
は
し
け
る

い
さ
ぎ
よ
き
空
の
気
色
を
頼
む
か
な
我
ま
ど
は
す
な
秋
の

(
金
葉
集
・
雑
下
・
六
ニ
ハ
・
行
尊
)

夜
の
月

な
ど
の
よ
う
に
、
帰
依
す
る
人
物
や
仏
に
対
し
て
、
真
の
道
へ

の
導
き
を
願
う
呼
ぴ
か
け
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
当
該
歌
も

輔
光
へ
の
信
頼
を
含
意
し
た
返
歌
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
言
え
ぱ
、

「
私
へ
の
情
け
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
惑
わ
す
こ
と
な
く
、
ど

う
か
親
の
跡
を
踏
む
た
め
の
正
し
い
道
を
お
示
し
下
さ
い
」
と

い
う
奉
納
先
で
あ
る
賀
茂
の
神
へ
の
祈
願
に
も
成
り
得
る
も
の

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
.
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
『
長
明
集
』
の
述
懐
歌
は
若
き
日
の
長
明
像
を
探

る
た
め
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
輔
光
と
の
贈
答
も
、
長
明

の
や
や
身
勝
手
で
大
仰
な
嘆
き
と
、
そ
れ
を
た
し
な
め
慰
め
る

輔
光
の
言
葉
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
寿
永
百
首

の
中
の
一
集
と
し
て
見
た
場
△
口
、
『
長
明
集
』
の
雑
部
は
、
様
々

な
屈
折
し
た
思
い
の
根
底
に
父
・
鴨
長
継
の
天
折
が
あ
る
こ
と

が
暗
示
さ
れ
る
配
置
に
な
っ
て
お
り
、
述
懐
歌
の
収
束
す
る
先

に
置
か
れ
た
贈
答
歌
に
は
、
長
明
自
身
の
抱
く
望
み
が
同
じ
鴨

氏
の
人
問
に
も
肯
定
さ
れ
た
こ
と
を
神
へ
と
示
す
機
能
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
連
綿
と
続
く
述
懐
詠
も
、
神
へ
不

遇
沈
綸
を
訴
え
、
贈
答
歌
に
ょ
る
願
望
の
表
出
を
際
立
た
せ
る

効
果
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
『
長
明
集
』
九
九
番
は

『
月
詣
集
』
に
も
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
前
後
に
配
さ
れ
た
歌

は
「
花
咲
か
で
身
の
あ
さ
ま
し
く
な
る
こ
と
は
我
が
な
げ
き
に

て
有
り
け
る
も
の
を
」
(
月
詣
集
・
八
四
二
・
公
景
)
や
「
位

山
ふ
も
と
の
雪
に
埋
も
れ
て
花
の
光
を
待
つ
ぞ
久
し
き
」
(
同

八
四
四
・
定
家
)
と
い
っ
た
官
位
栄
達
を
望
む
詠
作
で
あ
っ
た
。

同
時
代
を
生
き
た
賀
茂
重
保
に
と
っ
て
も
、
長
明
の
述
懐
詠
は

単
な
る
嘆
き
の
表
明
で
は
な
く
、
社
司
と
し
て
の
栄
達
を
望
む

も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
長
明
集
』
は
若

き
日
の
長
明
の
詠
歌
を
集
め
た
単
な
る
家
集
で
は
な
く
、
賀
茂

社
奉
納
と
い
う
目
的
に
沿
っ
て
編
纂
さ
れ
た
家
集
と
一
言
え
る
だ

一Ⅱ一



ろ
、
つ
0

※
歌
番
号
は
全
て
薪
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
『
長
明
集
』

は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
(
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
私

家
集
二
』
所
収
、
朝
日
新
聞
社
一
九
九
五
年
三
月
)
を
用

い
た
が
、
私
に
漢
字
を
あ
て
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

他
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』
か
ら
引
用
し
、

馨
一
や
清
濁
を
私
に
改
め
、
適
宜
漢
字
を
あ
て
た
。
漢
文
に
は

適
宜
返
り
点
を
付
し
た
。
『
方
丈
記
』
は
『
鴨
長
明
全
集
』
(
貴

重
本
刊
行
会
、
二
0
0
0
年
五
月
)
に
ょ
る
。

〔
注
〕

η
辻
勝
美
「
鴨
長
明
集
成
立
年
時
考
」
(
『
語
文
』

フ
、

一
九

5

八
三
年
五
月
)

吃
蓮
田
善
明
『
鴨
長
明
』
(
会
書
林
、
一
九
四
三
年
)
、
三
木

紀
人
「
長
明
伝
の
暗
部
は
さ
ぐ
り
う
る
か
1
恋
愛
体
験
を
め

ぐ
つ
て
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
九
九
』

2

ー
、

2

1

一
九
七
七
年
九
月
)
、
三
木
紀
人
『
鴨
長
明
』
(
講
談
社
学
術

文
庫
、
一
九
九
五
年
二
月
)
な
ど
。

捻
谷
山
茂
「
月
詣
集
と
千
載
集
」
(
『
谷
山
茂
著
作
集
3
千
載

和
歌
集
と
そ
の
周
辺
』
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
三
一
月
、

初
出
一
九
五
二
年
一
月
)

司
京
都
光
華
女
子
大
学
鴨
長
明
集
研
究
会
「
『
鴨
長
明
集
』
全

注
解
稿
」
(
一
)
 
S
 
(
五
)
(
『
光
華
日
本
文
学
』
 
7
S
Ⅱ
、

一
九
九
九
年
八
月
S
二
0
0
三
年
一
 
0
月
)
、
奥
野
充
子

「
『
鴨
長
明
集
』
考
1
題
詠
歌
の
視
点
か
ら
1
」
(
『
光
華
日

本
文
学
』
 
8
、
二
0
0
0
年
八
月
)

ち
前
掲
注
3
参
照

怡
森
本
元
子
『
私
家
集
の
研
究
』
(
明
治
書
院
、
一
九
六
六
年

三
月
)

ヤ
杉
山
重
行
「
月
詣
和
歌
集
の
考
察
」
(
『
和
歌
文
学
研
究
』

4
、

2

一
九
六
九
年
六
月
)

矯
松
野
陽
一
『
鳥
帝
1
千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
1
』
(
風
問

書
房
、
一
九
九
五
年
三
月
)

四
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
九
九
』
増
補
版
(
笠
間
書

院
、
一
九
八
八
年
一
 
0
月
)

加
確
実
に
寿
永
百
首
と
認
定
し
う
る
も
の
は
、
覚
綱
集
・
有
房

集
・
禅
林
癖
葉
集
・
皇
太
后
宮
大
進
集
・
師
光
集
・
広
言
集

二
条
院
讃
岐
集
・
殷
富
門
院
大
輔
集
・
小
侍
従
集
・
長
明
集

親
宗
集
・
{
叔
然
集
・
隆
信
集
・
親
盛
集
・
経
家
集
・
季
経
集

経
盛
集
・
忠
度
集
・
経
正
集
・
頼
輔
集
・
寂
蓮
集
の
一
三
集
。

他
、
存
疑
と
し
て
成
仲
集
・
実
国
集
・
資
賢
集
が
挙
が
っ
て

い
る
。

町
前
掲
注
1
参
照

也
長
明
が
三
十
六
人
の
内
に
入
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
掲
注

1
辻
氏
は
、
賀
茂
社
関
係
者
で
あ
る
こ
と
の
他
に
、
家
集
成

立
以
前
か
ら
の
和
歌
の
指
導
者
で
あ
っ
た
勝
命
の
引
き
立
て

を
指
摘
す
る
。

四
細
野
哲
雄
『
鴨
長
明
伝
の
周
辺
・
方
丈
記
』
(
笠
間
書
院
、

一
九
七
八
年
九
月
)
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γ
前
掲
注
2
三
木
紀
人
著
書
参
照

那
拙
稿
「
『
経
盛
集
』
と
奉
納
1
寿
永
百
首
を
め
ぐ
る
一
考
察
1
」

(
『
和
歌
文
学
研
究
』
 
0
、
二
0
 
-
 
0
年
六
月
)

那
底
本
「
よ
し
つ
の
身
よ
」
だ
が
、
意
不
通
の
た
め
松
平
文
庫

本
(
一
三
六
・
一
二
)
等
に
ょ
り
校
訂
し
た
。

Ⅱ
雑
部
冒
頭
に
は
「
や
ん
ご
と
な
き
人
」
の
若
君
誕
生
の
歌

(
八
五
)
、
述
懐
歌
群
直
前
に
は
「
も
の
思
ひ
侍
こ
ろ
幼
き
子

を
見
て
」
と
と
い
う
詞
書
を
持
つ
歌
(
八
八
)
と
、
雑
部
の

要
所
要
所
に
「
親
」
と
「
子
」
に
関
わ
る
歌
が
配
さ
れ
て
い

る
0

船
前
掲
注
帰
参
照

加
三
木
紀
人
「
長
明
の
出
発
と
そ
の
後
1
父
の
影
を
め
ぐ
つ
て
1
」

(
『
国
語
と
国
文
学
』
弱
1
 
4
、
一
九
七
三
年
四
月
)

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
(
一
右
手
研
究
(
B
)
ゞ
§
§

に
ょ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(
本
学
講
師
)




